
 

 

令和３年度 事 業 報 告 
（令和３年４月１日～令和４年３月３１日） 

 

昨年の世界経済は、一昨年同様、新型コロナウイルス感染症による影響を大きく受けました。

我が国においては、５波に及ぶ緊急事態宣言や蔓延防止措置が出されるなど重大な危機が

ありましたが、昨秋からはワクチン接種率向上や感染防止対策の徹底等の効果もあり、感染者

数が減少傾向に転じました。しかし、昨年末以降、新たに新型コロナウイルス・オミクロン株が

急拡大を見せ、多くのところで一日の感染者数が過去最高を更新するなど、大変厳しい状況

が続きました。とりわけ、奈良県においては、一部業種に持ち直しの動きがあるものの、観光 

関連産業等を中心に厳しい状況が続いてまいりました。 

こうした中、当協会が、奈良労働局登録教習機関として実施している技能講習の受講者 

数は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、一回当たりの受講者数の制限を余儀

なくされましたが、受講回数を増加させることにより一昨年よりは大きく上回りました。 

また、事業活動の低迷等を理由とした退会事業場も見受けられました。令和３年４月１日か

ら令和４年３月３１日までの各支部における会員の入退会は以下のとおりです。 

 

支 部 奈良 葛城 桜井 大淀 計 

令和３年３月３１日現在 ３４０ ２３３ １１４ １２５ ８１２ 

新 入 会 員 数 ３ ２ １ １ ７ 

退 会 会 員 数 ８ ５ ５ ３ ２１ 

令和４年３月３１日現在 ３３５ ２３０ １１０ １２３ ７９８ 

＊支部間移動については、新入会員数・退会会員数に計上しています。 

 

 当協会は、労働災害防止を公益目的として、以下のとおり事業を実施しました。 

１ 公益目的事業 

 本事業は、労働災害の未然防止を図るために労働災害防止に関する資格付与事業、普及

啓発事業等を行い、働く人の労働安全衛生・健康保持増進を図り、労働基準法等関係法令

の普及啓発、労働条件の確保・改善、労働福祉の増進と快適な労働環境の促進、産業の  

健全な発展と働き方改革の推進に寄与すること等の公益目的達成のために実施しました。 

（１） 労働災害防止対策・健康保持増進対策の推進 

 各種技能講習、特別教育、講習会等労働安全衛生法所定の資格付与・特別教育

のほか、労働安全衛生水準の改善と向上促進のため経営幹部から新任実務担当者

までを対象に講習会を実施しました。 

（ア） 資格付与（別添「令和３年度技能講習等実施状況」参照） 

（イ） 特別教育（別添「令和３年度技能講習等実施状況」参照） 

（ウ） 講習会・研修会等 

 



 

㋐ 経営者・管理者等労務管理セミナー 

           経営者、総務、人事、安全衛生管理者等を対象に、セミナーを開催しました。

〇 会場等 

開催日時  令和３年６月２１日（月）１３時１０分～１７時００分 

場 所  株式会社奈良新聞社 西館３階会議室 

参 加 者  １１名 

〇 内 容 

① 「労働基準行政の重点について 」  

 ～ウィズ・ポストコロナ時代に対応した労働環境の整備・生産性

向上の取り組みについて～ 

  講師 奈良労働局労働基準部監督課長  尾形 賢一 氏 

② 「複数事業場就労者における労災補償について」 

  講師 奈良労働局労働基準部 

労災補償課地方労災補償監察官  窪田  豊 氏 

③ 「同一労働同一賃金等について」 

講師 奈良労働局雇用環境・均等室    今西 昭男 氏 

㋑ 製造業等を対象にしたフルハーネス型墜落制止用器具特別教育 

           墜落の危険がある作業の内、特に危険な高さ２ートル以上の箇所で作業床

を設けることが困難な場合に、原則としてフルハーネス型墜落制止用器具の

使用と、当該作業従事者の特別教育が義務付けられました。又、フルハー  

ネス型墜落制止用器具の新規格品の使用が、本年１月２日から義務付けられ

ました。死亡災害中、墜落転落災害の占める割合は最も多く、フルハーネス型

墜落制止用器具の適切な使用が強く求められるところです。 

今年度は、以下のとおり実施しました。 

開催回数  ２３回 

受講者数  ５５８名  

開催場所  奈良県建築労働組合 ３階会議室 他 

講  師  労働安全コンサルタント                濱 田 安 一 氏 

（公社）奈良県労働基準協会 専務理事  鶴賀谷   修  氏 

㋒ 外国人技能実習制度関係者養成講習 

           「外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律」

に基づき、技能実習制度をこれまで以上に適正かつ円滑に運営する観点から

実施しました。 

           講習内容等は、以下のとおりです。 

① 技能実習責任者講習  

開催日時   令和３年８月２５日（水）８時５５分～１６時４０分 

場 所   株式会社奈良新聞社 西館 3階会議室 

受講者数   ２３名 



 

講 師   労働安全コンサルタント     濱田 安一 氏 

社 会 保 険 労 務 士     川﨑 正幸 氏 

② 技能実習指導員講習     

開催日時   令和３年８月２６日（木） ８時５５分～１６時２０分 

場 所   株式会社奈良新聞社 西館 3階会議室 

受講者数   １９名 

講 師   労働安全コンサルタント     濱田 安一 氏 

社 会 保 険 労 務 士     川﨑 正幸 氏 

③ 生活指導員講習  

開催日時   令和３年８月２７日（金）８時５５分～１５時１０分 

場 所   株式会社奈良新聞社 西館 3階会議室 

受講者数   １５名   

講 師   労働安全コンサルタント     濱田 安一 氏 

社 会 保 険 労 務 士     川﨑 正幸 氏 

㋓ 新入社員の安全衛生研修会 

           新入社員等の安全かつ健康就労を目的に、研修会を開催しました。 

          〇 会場等 

開催日時   令和３年５月１７日（月）１３時００分～１６時３０分 

場 所   株式会社奈良新聞社 西館３階会議室 

参 加 者   １４名 

受 講 料   会 員  ３，０００円（資料代を含む） 

                      会員外  ３，５００円（資料代を含む） 

          〇 内 容 

            資料として、「新入者安全衛生テキスト」（中央労働災害防止協会編）等を

使用しました。 

             講 師  （公社）奈良県労働基準協会 専務理事 鶴賀谷 修 氏 

㋔ ウィズコロナ時代の感染症対策等研修会 

           受動喫煙防止対策と、新型コロナウイルス等の感染症防止対策について、

研修会を開催しました。 

          〇 会場等 

             開催日時   令和３年１０月６日（水）１３時１０分～１６時４５分 

             場 所   ホテル リガーレ春日野 「畝傍の間」 

             参 加 者   １９名 

             受 講 料   会 員  ３，０００円（資料代を含む） 

                      会員外  ３，５００円（資料代を含む） 

          

 

 



 

〇 内 容 

① 「職場における感染症対策について」 

講  師   奈良県産業保健総合支援センター 

産業保健相談員・医師  竹村 恵史 氏 

② 「受動喫煙防止対策について」 

講  師   （公社）全国労働基準関係団体連合会 

                            医師  大原 賢了 氏 

③ 「ウイズコロナ時代に必要な職場の衛生管理について」 

講  師               社会保険労務士  川﨑 正幸 氏 

㋕ 「交通労働災害防止研修会」 

          奈良県内においても多発傾向にある、交通労働災害の未然防止ために研修

会を開催しました。 

         〇 会場等 

            開催日時   令和４年１月１９日（水）１３時１０分～１６時３０分 

場 所   株式会社 奈良新聞社 西館３階会議室 

            参加者数   １９名 

            受 講 料   無料 

         〇 内 容 

① 「奈良県内の交通労働災害の状況等」について 

講  師   奈良労働局労働基準部健康安全課長   矢倉 弘一 氏 

② 「労働災害防止のための労務管理と睡眠管理」について 

講  師   奈良労働局労働基準部監督課長      尾形 賢一 氏 

③ 「安全運行のための気付き」について 

講  師   中央労働災害防止協会近畿安全衛生サービスセンター 

安全管理士     松下 和彦 氏 

㋖ 作業環境測定実施促進対策 

           様々な機会を活用し、法定の作業環境測定の促進を図りました。 

 

（２） 普及啓発事業 

      労働災害の未然防止に資するために、労働安全衛生法、労働基準法等関係法令、

労働条件確保・改善等に関する普及啓発事業を行いました。 

    （ア）第１３次労働災害防止計画の周知活動                        通年 

    （イ）ゼロ災全員参加運動                                   通年 

経営者、管理監督者、第一戦で働く人々等が、各々の立場・持ち場で労働災害

防止活動に参加し、衆知を集めて問題を解決する明るく生き生きとした職場風土を

作ることを目的に、本運動を推進しました。    

（ウ）中央労働災害防止協会の年間スローガン「健康と安全作業を積み重ね 築くゼロ

災 みんなの誇り」の周知・広報に努めました。                    通年 



 

（ヱ）第３２回３カ月無災害運動 

     奈良労働局・管下労働基準監督署の主唱により本運動を展開しました。当協会

には、７０９事業場からの申し込みがあり、６２８事業場に無災害達成証を交付しま

した。 

（オ）全国安全週間及び準備月間行事                   ６月１日～７月７日 

        人命尊重という崇高な基本理念の下、産業界における自主的な労働災害防止

活動を推進すると共に、広く一般の安全意識の高揚と安全の定着を図るために実

施しました。 

    （カ）全国労働衛生週間及び準備月間行事               ９月１日～１０月７日 

        奈良県内における関係者の意識の高揚と、事業場の自主的労働衛生管理活動

の定着を通じて、労働者の健康確保と労働災害の防止を図るために実施しまし

た。  

    （キ）全国産業安全衛生大会（東京都）への参加         １０月２７日～１０月２９日 

        新型コロナウイルス感染症下で、リアルとオンラインにより開催されました。奈良県

内からの参加者は例年より少なく、１４名に留まりました。 

    （ク）奈良県産業安全衛生大会 

        新型コロナウイルス感染症のため中止となりました。 

    （ケ）健康診断実施促進運動                                 通年 

        労働安全衛生法等で定める健康診断の実施促進のための周知・啓発を行いま 

した。 

    （コ）受動喫煙のない職場の実現                              通年 

        １０月６日に研修会を実施すると共に、周知・啓発を行いました。 

    （サ）第５１回年末年始無災害運動                   １２月１日～１月１５日 

        年末年始に多発傾向にある労働災害、交通労働災害、火災などの災害防止の

ため、「年末年始も安全作業 あなたが無事故のキーパーソン」をスローガンに、 

本運動の普及・啓発に努めました。 

 

（３） 機関紙の発行事業 

機関誌「奈良労基」を毎月１回、定期発行しました。令和３年４月１日～令和４年３月

３１日までに１０，８５０部発行しました。 

 

（４） 安全・衛生等表彰事業 

労働災害の未然防止と、労働者の福祉の増進及び快適な労働環境の促進を図る

ことにより奈良県下の産業発展に寄与することを目的に、県内の安全衛生水準の向上

に努力し、安全衛生成績の進歩の跡が顕著である四事業場に「事業場賞」を、永年 

地域の労働安全衛生水準の向上に功労のあった四名に「個人賞」を交付し、会長  

表彰を行いました。 

 



 

 

（５） 相談・援助事業 

労働基準法等の労働者保護法令に関する相談に応ずると共に、当協会で対応  

不能な事案については労働局・署・所等の関係行政機関を紹介しました。                   

 

２ その他の事業 

（１） 労働災害防止団体等の事務代行を行いました。 

（２） 労働安全衛生関係用品斡旋事業を行いました。 

（３） その他労働災害防止に関連する事業（労働災害総合保険の斡旋等）を行いま

した。 


